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　地球温暖化の影響により、南極にあるラルセン棚氷（氷床の縁部が海上に張り出して浮いている氷原）
の大規模な崩落が2002 年に発生した。この棚氷が消滅した海域の海底沈殿物を米国の調査隊が調査
したところ、海面から約 850mの深さの海底に、冷湧水域に見られる泥火山、雪のように堆積した微
生物及びハマグリの大群生を発見した。冷湧水域とは硫黄分の豊富な水や天然ガスが吹き出ている海域
で、バクテリアによる有機物の生産により貝類などの生息が可能となる。従来、日光の届かない冷湧水
域の生態系は、メキシコ湾、日本海などでのみ存在が確認できていたが、南極での冷湧水域の発見は
初めてである。この発見によって、氷に覆われた地域に生態系を伴う冷湧水域が多数存在する可能性や、
氷山の下に他の生物が生息している可能性が出てきた。将来、地球温暖化がさらに進んだ場合、この海
域の生態系への多様な影響が懸念されることから、今後、このような影響に対する幅広い調査が必要で
ある。
トピックス 3　崩落した南極棚氷の下に生態系を発見
　2005 年３月に、米国のハミルトン・カレッジの
ユージン・ドーマック教授（地球科学）を中心と
する調査隊により、南極の海底に微生物とハマグ
リの大群生が偶然発見された。2002 年に起きた南
極のラルセン棚氷（氷床の縁部が海上に張り出し
て浮いている氷原）の大規模な崩落の原因調査の
際、崩落したラルセン棚氷の下にあたる海底に、
60～ 90cmの膝ほどの高さで直径数mの小さな泥
火山が点在し、泥火山の周りには広範にわたって
雪のように堆積された微生物が存在していた。
　ラルセン棚氷は、南米に近いウェッデル海北西
部の南極半島にあり、この崩落で米国ニューヨー
ク郊外のロングアイランドに匹敵する 3,250km2
もの面積の棚氷が海中に崩れ落ちた。ドーマック
教授らの調査隊は、棚氷が崩落した海域の海底沈
殿物を調査していた。ビデオカメラで海面から約
850mの深さの海底を撮影したところ、海底が白い
マット様物質で覆われ、周りに二枚貝の塊で覆わ
れた泥火山を発見した。これは他の深海で見られ
るバクテリアマットに似ており、そこからガスの
泡が放出していた。
　この海域は硫黄分の豊富な水や天然ガスが泥火
山などから吹き出ている冷湧水域であり、バクテ
リアはこれらの硫黄分やガスによって繁殖し有機
化物合を排出し、ハマグリなどの貝類の生息を可
能とする環境を作り出しているのではないかと考
えられている。従来、日光の届かない冷湧水域の
生態系（光合成や高温の噴出物からではなく、海
底から湧き出す冷水中の物質からエネルギーを得
る生態系）は、カリフォルニア州モントレー近海、
メキシコ湾、日本海などで見つかっているが、南
極で冷湧水域が発見されたのは初めてである。こ
の発見によって、まだ氷に覆われているさらに広
い地域にも、生態系を伴う冷湧水域が多数存在す
る可能性や、氷山の下に他の生物が生息している
可能性が出てきた。
　このような冷湧水域の正確な調査を行なうには、
リモコンで操作できる水中探査機等によって、海
域の撮影やサンプル採取を行う必要がある。
　将来、地球温暖化がさらに進んだ場合、この海
域の氷が大きく溶けることによって、生態系変動
が拡大する恐れも指摘されている。氷が解けるこ
とによって氷の中に含まれていた微粒子が生態系
の上に沈積したり、海草の死骸が新しい炭素源を
供給したりすることで、冷湧水域の微生物層や貝
類など、この地域特有の生態系が次第に変化する
ことが予想される。さらに、より広い海域全体の
生態系にも多様な影響を及ぼす事が懸念され、今
後、このような影響に対する幅広い調査が必要で
ある。
棚氷：氷床の縁部が海上に張り出して浮いている氷原。氷
厚 200 ～ 600m、時に 1,000mに達し、表面はほぼ平坦か、
あるいは緩やかに起伏している。後背部は陸につながり、
先端部では卓状氷山を分離して急崖をなしている。南極大
陸のロス棚氷、フィルヒナー棚氷などが知られている。
南極大陸ラルセン棚氷
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